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周囲の安全を確認してから操作する

機械の近くに人がいると、機械の間やカウンタウエ
イトと障害物の間に人が挟まれる危険性があります。
特に旋回操作を始める前には、機械の近くに人がい
ないことを確認してください。機械を動かす前にホ
ーンを鳴らして警告してください。
作業時は、機械の周りにロープを張るなど、機械の
近くに人が立ち入らない措置を講じてください。

地切り操作は確実に

荷をつり上げるときは、地切り操作を確実に行って
ください。
地切りの際は玉掛けロープが張った時点でいったん
停止し、荷の重心をつっているか、荷が地面に固着
していないか、周囲の荷や構造物などと干渉してい
ないか確認してください。
荷は垂直につり上げ、荷が地面から数�離れたとこ
ろで再度停止して荷の振れを止め、玉掛け状態や、
荷がその位置で確実に保持されているか、過負荷に
なっていないか等を確認した後、再度つり上げてく
ださい。

ブームの上げ・伸長操作による地切りの禁止

地切り操作は、必ずウインチ操作で行ってください。
ブームの上げ・伸長操作による地切りは、荷振れを
起こして危険です。特にブーム上げ操作による地切
りは、過負荷であっても自動停止しないため、機械
の損傷や転倒事故の原因になります。

無理なつり上げは行わない

埋設物や植え木、地面に打ち込まれた物を抜こうと
すると、機械の各部に思わぬ荷重が加わり、機械の
損傷や転倒事故を起こします。
柱や杭のように地面に打ち込まれた物や、植え木や
泥や砂に埋まっている物はつり上げないでください。
どこからも力を受けていない状態にある物だけを、
つり上げてください。

つり荷の移動は慎重に

定格性能に近づくと、AMLが断続の警報音で知らせま
す。クレーン操作は慎重にし、速度を落としてくだ
さい。特に作業半径が拡がるブーム下げ操作は、過
負荷にならないよう注意してください。

過負荷（性能オーバー）に注意

定格総荷重に近い荷をつっているときは、荷が振れ
ると過負荷になることがあります。十分注意して操
作してください。
また、作業半径が拡がるブーム伸長操作・ブーム下
げ操作を行うときも、過負荷にならないよう注意し
てください。

過負荷になったときは

過負荷になったとき、急にブームを上げたり下げた
りするのは、機械が転倒しやすくなり危険です。す
みやかにウインチ巻下げ操作をして、つり荷を地面
に降ろしてください。

クレーン操作はていねいに

急激な操作や乱暴な操作は、荷振れによる衝突事故
や、機械が損傷する原因になります。レバーやペダ
ル類は、ゆっくりと確実、ていねいに操作してくだ
さい。

T019594J

安全のための注意 安全のための注意A-10

T01941
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リフティングマグネット使用時の注意

リフティングマグネット使用時に万一電源が切れた
場合は、つり荷が落下します。リフティングマグネ
ット使用時は、下記の事項に注意して作業してくだ
さい。
• 発電機の起動・停止の手順は正しく行ってくださ
い。

• 作業前に周囲に人がいないことを確認してくださ
い。つり荷の下に人が立ち入ったり、人の頭上に
つり荷を通過させたりしないでください。

• 吸着、解放レバーの操作は的確に行い、所定の場
所に正しくつり荷を降ろしてください。

• 運転席を離れるときは、マグネットを格納位置に
降ろして電源を切ってください。

• 雨の日などに感電しないよう、電気系統の保守点
検は正しく行ってください。
詳しくは製造メーカの取扱説明書に従ってください。

アウトリガ不使用作業は慎重に

アウトリガ不使用時の性能があるクレーンがありま
すが、アウトリガを設置していないため、操作を誤
ると転倒する危険性があります。
やむを得ずアウトリガ不使用作業を行う場合は、取
扱説明書の注意事項を厳守し、細心の注意を払って
作業してください。

作業後の注意

作業終了後は機械を格納する

作業姿勢のまま機械を放置しておくのは危険です。
作業終了後は必ず機械を格納してください。

PTOを「OFF」にする

PTOが「ON」のままになっていると、レバーを動かさ
れた場合に機械が動いて危険です。機械を格納した
後は、PTOを「OFF」にしてください。

燃料補給時の注意

燃料は非常に燃えやすく危険です。他の油脂類も燃
えやすく危険です。取扱いには十分注意してくださ
い。
燃料補給時は下記の事項に注意してください。
• エンジンを止めてください。
• 換気の良い屋外で給油してください。
• タバコなどの火気を近づけないでください。

T019594J

安全のための注意 安全のための注意A-20

A00195

T02797
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ラベル位置と警告内容

T010292J

A-30
警告ラベル 警告ラベル

運転室内�

1

18 6

3

3

9

5

T20812J

オイルタンク上面�

10

運転室下部リレーAssy内部

ALL  TERRAINALL  TERRAIN

AR-1200M

Bから見る�

ロータリジョイント上面�

�

Cから見る

A部詳細

C

B

A

4

2

11

1 ブーム挟まれ注意

2 配管分解注意

3 ジブ連絡ピンロック操作注意（2カ所）

4 ジブ取扱い注意

5 ジブ連絡ピン,格納ピン取扱い注意

6 一般取扱い

9 DC-DCコンバータ注意

10 油圧ポンプエアー抜き注意

11 洗浄禁止

18 ジブ張出・格納注意注意 

注意 

注意 

注意 

警告 

警告 

警告 

警告 

警告 

危険 
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この取扱説明書は、下表に示したスペック番号のクレー
ンについて安全で正しい取扱いと点検・整備をしていた
だくために編集したものです。

クレーンキャリアおよびクレーン用エンジンの取扱いと
点検・整備については、別冊の取扱説明書をご使用くだ
さい。

操作編では基本的な操作方法を述べています。操作編を
よく読み、正しい運転方法を身につけてください。

点検・整備編ではクレーンの点検・整備について述べて
います。クレーンの故障を最小限にし、性能を十分に発
揮させるためには、適切な点検・整備を行うことが必要
です。点検・整備編に従って適切な点検・整備を行って
ください。

本書中のイラストは、細かい点で実際と異なっている場
合があります。また、説明のためにカバーやガードを取
り除いて描いている場合がありますので、ご留意くださ
い。

製品改良のため、取扱説明書の内容にない変更が行われ
ている場合がありますので、ご留意ください。

お届けしたクレーンや本書に関して疑問な点やご質問が
ありましたら、最寄りの当社支店または営業所にお問い
合わせください。

はじめに

はじめに はじめに4

T010310J

SPEC. NO. SERIAL.

KAGAWA, JAPAN

NO.

MFG.DATE.

T200169

適用スペック番号
（クレーン運転室前面

1. AR-1200M-1-90101
にある下図の銘板で
確認してください。）
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AMLシステムの構成と機能

ＡＭＬシステムは、過負荷によるクレーンの転倒およ
び破損事故を防止するAML（過負荷防止装置）機能を
はじめ、数々の機能が搭載されています。
これらの機能はマルチディスプレイ画面に登録された
作業状態に対して、各検出器からの入力信号を基にク
レーンの作動を制御します。また、その制御内容をマ
ルチディスプレイ画面に表示します。

過負荷時の自動停止機能

・作業モーメントと定格モーメントを比較演算して割
合として表示します。また、作業モーメントが定格
モーメント以上（100％以上）になるとクレーンの危
険側の作動を停止します。

・後方の安定度が低下した時は危険側の作動を停止し
ます。

作業範囲制限機能

任意のクレーン作業範囲をマルチディスプレイに登録
すると、クレーンの作業姿勢がこの作業範囲を超えな
いようにクレーンの作動を停止します。

緩停止機能

ブームの起伏、旋回操作の停止時に作動速度が落ちて
ゆっくりと停止します。急激なクレーンの停止を防止
します。

旋回自動停止機能

アウトリガの張出し状態によってクレーン作業の性能
領域が異なるため、旋回操作中に過荷重になると性能
領域の境界部で作動が停止します。

T010350J

22
ＡＭＬ（過負荷防止装置） ＡＭＬ（過負荷防止装置）
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作業前点検

作業開始前に、AMLシステムが正常に作動していること
を下記の要領に従って確認してください。

点検前のクレーン状態

（1）ジブ、シングルトップ格納状態
（2）補巻きフック格納状態
（3）ブーム全縮状態（50トンフック取付け）
（4）アウトリガ格納状態
（5）ブーム前方位置（標準画面に「前後」文字が表

示されます。）
（6）ブーム角度約0°
◆点検途中、メッセージ「この状態の性能がありま
せん（10）。」が表示されますが、作業前点検には支
障ありません。そのまま点検を続けてください。
◆メッセージ「・・・の異常を発見・・・」が表示
されたときは、最寄りの当社サービスまたは指定サ
ービス工場で点検修理を受けてください。
◆点検に際しては、50トンフックを取付けてくださ
い。
◆ジブをクレーンから取り外している場合には、ジ
ブ着脱状態選択スイッチを押し、スイッチ内蔵ラン
プとジブなし表示ランプが点灯していることを確認
してください。

1. 「9／前点検」キーを押すか、メニュー画面の作
業前点検の「1」キーを押して「AML作業前点検」画面
に移ってください。

2. 「AML作業前点検」画面に移ると最初の約5秒間

このクレーンの性能�が表示されます。

3. クレーン状態がAML作業前点検の姿勢になってい
ることを確認し、「セット」キーを押してください。

◆上記項目が正常であれば正常のメッセージが表示され
ます。
◆上記項目に異常があればエラーメッセージ（赤色）が
表示されます。再度クレーン状態を確認し、手順1.、
2.を繰り返してください。

4. アウトリガ操作をしてクレーンを水平に設置して
ください。
◆メッセージ「この状態の性能がありません（10）また
は（11）」が表示されるときも支障はありませんのでそ
のまま点検を続けてください。

32マルチディスプレイの使い方 マルチディスプレイの使い方

T010361J

 ＡＭL作業前点検         

アウトリガスライド（４本）　　　�
全縮�ブーム長さ　　　�
全縮�

ブーム方向　　　� 直前方�

にしてセットキー　を押して�
下さい。　　　�

セット�

T20479J

明�

暗� 増／次頁� 減／前頁� 標準画面� 画面選択�
セット�

消画�

範囲制限�

状態設定�

前点検�

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

.

T100593J

AMLシステムが正常に作動していない状態で作業
を行うと、クレーンの転倒および損傷の原因になり
ます。AMLシステムが正常に作動していることを確認
してから作業を行ってください。

警告�

�ＡＭL作業前点検���������

性能　No.�������

T20721J
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定格総荷重表の表示

クレーンの性能（定格総荷重表）が画面で確認でき
ます。
性能表示は現状態と任意設定状態の2通りの性能が表
示できます。（単位：トン）

性能表示画面の選択

1. 「画面選択」キーを押して、メニュー画面へ移
ってください。

2. 「5」キーを押して、メニュー画面へ移ってく
ださい。

3. 「4」キーを押して、「性能表」画面へ移ってく
ださい。

◆最初に表示された性能表は現状態のものです。

この画面を終える場合は、「標準画面」または「画面選
択」キーを押してください。

現状態の性能表示

◆性能表示は、クレーン状態の変化に追従して変わ
るものではありません。確認のたびに、「0」キーを
押してください。

1. 「9」キーを押した後、「セット」キーを押して
現状態を登録してください。
◆ブームやアウトリガの使用状態が既に現状態に入力さ
れている場合は、不要です。

2. 「0」キーを押すと自動的に計算されます。
◆性能表示が数頁にまたがる場合は「増／次頁」、
「減／前頁」キーで頁を送ってください。
◆性能表示値は堅土上にクレーンを水平に設置した
ときのものです。

以上で現状態の定格総荷重表が表示されます。

任意設定状態の性能表示

任意設定のクレーン状態における性能表示は以下の
要領で行ってください。
例えば、下記の設定条件の場合
（1）ブームの長さ ・・・・・・・・・・・・21.0m
（2）ブーム使用状態・・・・・・・・・ブーム作業
（3）アウトリガ使用状態・・・・前後左右最大張出
（4）カウンタウエイト ・・・・・・・・・・・22t
（5）ブーム旋回位置・・・・・・・・・・・右側方

（1）ブームの長さの入力・・・・・・・・・21.0m

1. 「1」キーを押し、画面表示を見ながら、「2」
「1」「0」キーを順に押してください。
◆キーを押し間違ったときは、〔増／次頁〕キーを押
してクリアしてください。

2. 「セット」キーを押してください。
◆ブーム伸縮方式は現在のクレーンの伸縮方式で登
録されています。伸縮方式の任意設定はできません。

42マルチディスプレイの使い方 マルチディスプレイの使い方

T010361J

メニュー�

1　作業範囲確認�

2　作業モード�

�

4　性能表�

5　カメラ�

黄色の数字のキーを押して下さい。�

6　テレビ�

8　ジャッキ反力�

9　取扱説明書�

0　時計調整�

半径� 荷重� 半径� 荷重�1

2
3
4
5　　　　　　�
9　　　　　　�
0　　　　　　�

ブーム長�

ブーム�
アウトリガ�アウトリガ�
カウンタＷ�
旋回�
現状態�
計算�

次頁�
前頁�

21
.0

m

T20729

T100608J

T101111J
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アキュームレータ減圧警報装置

本装置は、アキュームレータ内の圧力が正常圧力範
囲外になると、チャイムが鳴り、マルチディスプレ
イの画面に「アキュームレータ圧が異常！」のメッ
セージが出るとともに、アキュームレータ異常圧警
告ランプが点灯します。
◆エンジン始動後、右側のレバースタンドを作業位
置にしていないときにもこの警報が出ます。速やか
にレバースタンドを作業位置にしてください。

◆アキュームレータの実際の圧力を見るときはマル
チディスプレイの画面を作業モード表示にしてくだ
さい。

AML外部表示灯

AML外部表示灯はクレーン作業中のクレーン（AML）
の状態を作業関係者に知らせるものです。
AML外部表示灯解除スイッチを押すと、AML外部表示
灯が点灯します。もう一度スイッチを押すと、表示
灯は消灯します。

その他安全装置 その他安全装置52

T010372J

アキュームレータ圧力�

0 10 20 30

0 10 20 30

MPa

ポンプ圧力� MPa

作業モード�

TIME

T22541J

風速�

明�

暗� 増／次頁� 減／前頁� 標準画面� 画面選択�
セット�

消画�

範囲制限�

状態設定�

前点検�

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

.アキュームレータ�
異常圧警告ランプ�

マルチディスプレイ�

ACCUM

アキュームレータ圧異常圧    !

T20484J

アキュームレータ内の圧力が低下すると、ウイ
ンチブレーキの解放能力が低下し、ウインチブレ
ーキディスクの早期摩耗につながります。作業中
にこの警報が出たときは直ちに作業を中止して、
警報が消える（アキュームレータ内の蓄圧が正常
に戻る）まで待ってください。
作業中にたびたび警報が出る場合は最寄りの当社
指定サービス工場に連絡してください。

警告�

正常圧力範囲 2.2～6.9MPa｛22～60kg/cm2｝

クレーン作業中にAML外部表示灯が赤色表示を
した場合には、危険側への操作は自動停止します。
この状態からAMLの自動停止機能を解除しての作業
は止めてください。一旦、安全側への操作を行っ
て赤色表示から黄色または緑色に切り換えてから
作業を再開してください。

警告�

T20631J

赤�

黄�

緑�

AML外部表示灯�
AML外部表示灯解除スイッチ�

C/W

AML

表示の色�

緑色�

黄色�

赤色�

クレーン（AML）の状態�

安全な状態�
・モーメント表示　90％未満�

危険ではないが注意を必要とする�
状態�
・モーメント表示　90％以上100％�
　未満�

危険な状態（危険側操作が自動停�
止）�
・モーメント表示　100％以上�
また、AMLの自動停止機能を解除�
したときにも点灯します。�
・AML非常スイッチ：（ON）�
・巻過停止解除スイッチ：（ON）�

T102019J
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窓の開閉

【留意事項】
◆窓を閉め忘れると、雨天時に雨水が運転室内に入りま
す。操作装置を濡らすと故障の原因になります。運転室
から離れるときは窓を閉めてください。

窓の開閉はガラスのスライド方向にスライドさせて開閉
してください。

シートの調整

シートは上下・前後の調整と、リクライニングの調整が
できます。シートに座ったとき、操作レバーおよびペダ
ルが無理なく操作できる位置に調整してください。
（適用号機：製造番号GC5046号機まで適用）

（適用号機：製造番号GC5047号機以降適用）

高さ調整

シート高さ調節レバーを引いて、座席全体を上下に動か
せてください。任意の高さに調整してください。

スライド調整

シートスライディングレバーを引いて、座席全体を前後
に動かせてください。任意の位置に調整してください。

リクライニング調整

シートリクライニングレバーを前方に倒すと背もたれが
リクライニングします。任意の位置に調整してください。
頭部リクライニングレバーを後方に倒すと頭部がリクラ
イニングします。任意の位置に調整してください。

アームレスト角度調整

アームレスト角度調整レバーを引くとアームレストが傾
斜します。任意の位置に調整してください。

ヘッドガード高さ調整

ヘッドガード高さ調整ノブを押し込むと、ヘッドガード
の高さが調整できます。任意の位置に調整してください。

シートチルト調整
（適用号機：製造番号GC5046号機まで適用）

シートチルトレバーを引くと座席のみが上下に傾斜しま
す。任意の位置に調整してください。

クレーン運転室に入って クレーン運転室に入って62

T006381J

ヘッドガード�
ヘッドガード高さ調整ノブ�

アームレスト角 

頭部リクライニングレバー�

シート高さ�
調整レバー�

シートチルト�
レバー�

シートスライディング�
レバー�

シートリクライニング�
レバー�

1

1

T100372J

ヘッドガード�
ヘッドガード高さ調整ノブ�

アームレスト角 

頭部リクライニングレバー�

シート高さ�
調整レバー�

シートスライディング�
レバー�

シートリクライニング�
レバー�

1

1

作業中の調整は危険です。必ず、作業前に調整
してください

警告�

T50498J
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ウインチ操作 ウインチ操作72

T010411J

AML

P
RESET FREE

OTHERS

WINCH INT
OFF CONT

INT
OFF CONT

C/W

AML

C/W C/W

INT
OFF CONT

INT
OFF CONT

T20648J

クレーン増速選択スイッチ�
フック選択スイッチ�
リセットスイッチ�

巻過停止解除スイッチ�
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3. ４段・トップブーム伸長スイッチを押しながら
伸縮レバーを前方に倒してください。４段目ブーム
とトップブームが同時に伸長します。
◆スイッチは４段目ブームが伸び始めるまで押して
いてください。４段目ブームが約30cm伸びれば、ス
イッチから手を離してください。

4. 必要な長さまでブームが伸長したら、伸縮レバ
ーを中立位置に戻してください。

「ブーム伸縮方式Ⅱ」の場合

1. 伸縮レバーを前方に倒してください。２段目・
３段目・４段目・トップブームが同時に伸長します。
◆伸縮ペダルは、伸縮レバーをしばらく操作状態に
保持しておくときに、補助的に使用してください。
◆４段目・トップブーム伸長スイッチを押す必要は
ありません。

2. 必要な長さまでブームが縮小したら、伸長レバ
ーを中立位置に戻してください。

ブーム縮小操作

「ブーム伸縮方式Ⅰ」の場合

1. 伸縮レバーを後方に倒してください。ブームが
縮小します。ブーム全伸状態から縮小操作を行うと、
まず４段目ブームとトップブームが同時に縮小しま
す。４段目ブームとトップブームが全縮小すると、
続いて２段目ブームと３段目ブームが同時に縮小し
ます。
◆２段目ブーム・３段目ブームを全縮小するとき、
いずれかのブームが縮みきっていない場合がありま
すが、全縮小させる場合にはそのままブーム縮小操
作をしてください。最終的に全縮小します。そのと
きにシューという音がしますが、異常ではありませ
ん。
◆伸縮ペダルは、伸縮レバーをしばらく操作状態に
保持しておくときに、補助的に使用してください。

2. 必要な長さまでブームが縮小したら、伸縮レバ
ーを中立位置に戻してください。

「ブーム伸縮方式Ⅱ」の場合

1. 伸縮レバーを後方に倒してください。２段目・
３段目・４段目・トップブームが同時に縮小します。
◆伸縮ペダルは、伸縮レバーをしばらく操作状態に
保持しておくときに、補助的に使用してください。

2. 必要な長さまでブームが縮小したら、伸長レバ
ーを中立位置に戻してください。

伸縮ペダル

ブームの伸長、縮小操作を行うペダルです。
伸縮レバーの補助的に使用してください。
◆操作終了後は誤操作防止のためペダルロックピンでペ
ダルを固定してください。

T010420J

82
ブーム伸縮操作 ブーム伸縮操作

T101654J
伸縮ペダル�

ブーム伸長�

ブーム縮小�

中立（停止）�

ペダルロックピン�
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1. 旋回ロック警告ランプが消灯していることを確認
してください。点灯しているときは旋回ロックスイッチ
の下側を押し、ランプを消灯させてください。

2. 旋回ブレーキスイッチの下側を押し、旋回ブレー
キ警告ランプの消灯を確認してください。

3. 旋回レバー操作前に、ホーンスイッチを押してホ
ーンを鳴らし、周囲の人に注意を促してください。

4. 旋回レバーを操作して旋回してください。
右旋回：レバーを後方に倒す
左旋回：レバーを前方に倒す
停止：レバーを中立位置に戻す
◆旋回操作終了後は、旋回ブレーキスイッチの上側を押
して、旋回ブレーキをかけておいてください。

その他操作装置の使い方

旋回ロックスイッチ

旋回ロックはロックピンで上部旋回体とキャリアフレー
ムを固定することです。旋回ロックは次の作業時には必
ず使用してください。
(1)構内走行時（クレーン装着状態）
(2)クレーンの脱着作業時
◆旋回ロックはブームが直前方または直後方に向いてい
る時のみ可能です。

1. ブームを直前方または直後方に旋回してください。

2. 旋回ロックスイッチの上側を押し、旋回ロック警
告ランプが点灯することを確認してください。
◆スイッチを押しても警告ランプが点灯していない場合
は、旋回ロックピンとピン穴が合っていません。再度旋
回操作で位置を合わせてください。

3. 旋回ロックスイッチの下側を押し、ピンを抜いて
ください。警告ランプが消えます。

T010440J

旋回操作 旋回操作92

ロック�

旋回ロック警告ランプ�

旋回ロックスイッチ�

解除�

T101672J
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8. トップブームとシングルトップのシーブに補
巻きワイヤーロープを通してください。シーブには
ワイヤ外れ止めピンを入れてください。

9. ロープソケットを補巻きフックに取り付け、
補巻きフックを格納場所から取り出してください。

10. マルチディスプレイにシングルトップ作業状
態を登録してください。

11. 巻過防止装置が正常に働くことを確認してく
ださい。

シングルトップの格納

1. 補巻きフックを格納位置に納めてください。
2. 補巻きフックからロープソケットを取り外して
ください。

3. ブームをいっぱいまで下げてください。
4. 巻過防止用のウエイトおよびブーム・シングル
トップのシーブから補巻きワイヤロープを外してく
ださい。

5. 補巻きワイヤロープを巻き込みロープソケット
を格納位置に戻してください。

6. 旋回台のブラケットにロープソケットを取り付
けた後、補巻きワイヤロープを張り過ぎないように
巻き込んでください。

シングルトップ シングルトップ
102

T010472J

％

ｍ

左 右

。
ｔ
ｔＭax

ｍ

ｍ

ｔ

T20725J

ロープソケット�

補巻きフック�

固定ピン�

割ピン�

T102075J

ブーム上面での作業となる場合は慎重に行って
ください。

注意�

ロープソケットの固定ピン取付ボルトはスパナ
を使用して確実に締め付けてください。
締付トルク：69～82 N･m｛7.0～8.4 kgf･m｝

注意�

ロープソケット�

補巻きフック�

T100423J

高所で作業を行うときは、転落防止のため、作
業台を使用して安全に作業を行ってください。
シングルトップは確実に格納してください。格

納ピン・連結ピン・ワイヤ外れ止めピン・フック
取付けピンは、付属のボルト・スナップピンを使
用して確実に抜け止め処理をしてください。

警告�
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16.伸縮レバー選択スイッチを（ジブ張出）側に切
り換えてください。

17.伸縮レバーを前方へ押し、ジブを張り出してく
ださい。
◆ジブ張出完了付近は微速速度で行ってください。

18.ジブを前方へいっぱい張り出した後、伸縮レバ
ーを中立にしてください。

19.伸縮レバー選択スイッチを（ジブチルト）側に
切り換えた後、伸縮レバーを手前に引いてジブを起
こしながら、起伏レバーを前方へ押してブームを水
平状態にしてください。

20.伸縮レバーを前方に押してジブ先端を地面に軽
く押し付けてください。

21.伸縮レバー選択スイッチを（ジブ張出）側に切
り換えてください。

22.連結ピンとボス穴の中心が合っていることを確
認した後、連結ピンのストッパーをフリーの位置に
してください。ブーム・ジブ連結ピンロック警告ラ
ンプが点灯します。

T010482J

112
ジブ ジブ

SET

（ジブ伸縮）�

（ジブチルト）�

（ブーム）�

（ジブ張出）�

T20678J

T100681

T100682

T20766J

地面�

T20680J

ストッパ�

ガイドピン�

ロック側�
フリー側�
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ジブの格納「その１」
（ジブをチルトした後にブーム先端に格納する）

1. マルチディスプレイにジブセット状態を登録し
てください。

2. ジブおよびブームを全縮にした後、ジブオフセ
ット角をいっぱいまで小さくしてください。

3. ブームを水平にしてください。
4. 伸縮レバー選択スイッチを（ジブチルト）側に
切り換えた後、伸縮レバーを前方に押してジブ先端
を地面に軽く押し付けてください。

5. 伸縮レバー選択スイッチを（ジブ張出）側に切
り換えてください。

6. 連結ピンのストッパをフリーの位置にしてくだ
さい。ブーム・ジブ連結ピンロック警告ランプが点
灯します。

7. 連結ピンで操作スイッチを「縮」に入れ、連結
ピンが完全に抜けていることを確認してください。
（上下のガイドピンがガイド穴の端にあればピンは完
全に抜けています。）

T010482J

122
ジブ ジブ

％

ｍ

左 右

。
ｔ
ｔＭax

ｍ

ｍ

ｔ

ジブセット
が終われば
　のキーで
ジブ性能
を切換え
て下さい

1
。

ｍ

T20726J

T100738 

T20766J

地面�

SET

（ジブ伸縮）�

（ジブチルト）�

（ブーム）�

（ジブ張出）�

T20678J

連結ピン操作スイッチの操作前にストッパから
手を離してください。ガイドピンが上下するため
手を挟む恐れがあります。

注意�

T20694J

ガイドピン� 連結ピン操作スイッチ�
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カウンタウエイトの脱着
T010490J

132
カウンタウエイトの脱着 カウンタウエイトの脱着

各部の名称

◆固定ウエイトは脱着できません。
◆エキストラウエイトには鉛が充填されています。廃棄する場合は有価値利用として専門業者にスクラップと
して販売（リサイクル）、または産業廃棄物処理業者に委託して産業廃棄物として処理してください。

T20734J

エキストラウエイト（10.0 ton）

ウエイトシリンダ

運転室外操作部�

固定ウエイト（2.0 ton）

固定ピン�

スタンダードウエイト（10.0 ton）

カウンタウエイトの組み合わせ

カウンタウエイトの組み合わせと重量は次のように
なります。

カウンタウエイトの組み合せ 重量（ｔｏｎ）
固定ウエイトのみ 2.0

固定ウエイト＋スタンダードウエイト 12.0
固定ウエイト＋スタンダードウエイト

22.0
＋エキストラウエイト
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142

脱着時の注意事項 【留意事項】

◆旋回体をキャリア部から分割した後は、脱着リン

グにカバーを掛けて、ゴミや雨水等が入らないよう

にしてください。

◆ホースジョイントからホースを外した時や、配線

コネクタを外した時は、ゴミ、水等の浸入を防ぐた

めに、ホース、ホースジョイントおよび配線コネク

タにはプラグまたはキャップを取り付けてください。

T010503J

クレーン部の脱着 クレーン部の脱着

脱着作業は必ず作業指揮者を決め、その作業指

揮者の指示に従ってください。

クレーン部をキャリア部から分割した後、クレ

ーン部の下には絶対に入らないようにしてくださ

い。ただし、脱着リングのカバーを取り付けると

きは、安全を十分に確かめた上実施してください。

警告 

ブームAss'yをつり上げる際、ブームをつり上

げるためのつり環の位置はブームにジブが装着さ

れているかどうかによって異なります。

誤った位置でつり上げるとブームが傾き危険です。

クレーン１台で旋回体の脱着を行うときは、付

属のリンクA（2個）を旋回体後方に取り付け、こ

のリンクを使用してつり上げてください。旋回体

のつり上げ時は旋回体の水平状態に注視してゆっ

くりと行ってください。傾いていると脱着時危険

になるとともに、脱着リングとピニオンがひっか

かりオーバロードになったり、損傷することがあ

ります。

注意 

ジブ装着 ジブ装着 ジブ無 ジブ無 

T02741J

T02742J

リンクA

T20883J

カバー�

プラグキャップ 

T100464J
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152

16.・3伸縮シリンダ用ホースローラを元の位置に格

納してください。

17.旋回台右側面（内側）に格納している配線コネ
クタ（4本）をブーム後端部で接続してください。

◆各コネクタにしてあるキャップを外し、コネクタ

のピンの数を合わせて接続してください。

◆配線コードは付属のクランプで止めてください。

18.ブームを下げてブームレストに格納してくださ
い。

19.No.1伸縮シリンダ用ホースと伸縮シリンダ縮め
用ホースをシリンダ後端部に接続し、ホースをクラ

ンプで固定してください。

20.ジブ用ホース（2本）を接続してください。

以上でブーム Ass'y の取付けが完了です。

21.現在のクレーン状態をマルチディスプレイに登
録してください。

22.脱着リング部のスペーサ位置にスペーサ（8カ所）

を取り付けてください。

◆ブームを旋回するとスペーサが入りやすくなりま

す。

◆スペーサの番号とキャリア部の取付部の番号と確

認して取り付けてください。

23. キャリア側の後方の脱着リングストッパーピン
を入れて、ボルトで固定してください。

24. フック（50t）を取付けてください。

25.キャリアを移動する場合は、ブームをブームレ
ストに格納しサスペンションロックを解除して走行

してください。

◆カウンタウエイト装着後は必ずサスペンションロ

ックをしてください。

T010503J

クレーン部の脱着 クレーン部の脱着

ホースローラがある程度回転すると、ホースロ

ーラのスプリングによって自動的に回転します。

足もとや手を挟まれないように注意してください。

注意 

T02767J

スプリング 

No.3伸縮シリンダ用 
ホースローラ 

T02768J

No.1シリンダ用 
ホース 

クランプ 

縮め用 
ホース 

T02769J

旋回台 

接続 

ブーム 

T02770J

脱着リングストッパピン 
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162

FAN

OFF

OFF
LO MED

HI

COOL WARMOFF

FAN

OFF

OFF
LO MED

HI

COOL WARMOFF

T102158J

ファンスイッチ 

クーラ温度調節 ヒータ温度調節 

モード切換スイッチ 

警告 
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172

T101916

OFF

ON

T101915

T101914J

INT
OFF CONT

INT
OFF CONT

ルーフワイパスイッチ フロントワイパスイッチ 
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

1.

180

T20771J

給油プラグ（エアブリーザ）�

ドレーンプラグ�

警告 

警告 
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190

クレーン運転室�

ヒューズボックス�

ヒューズ

T20773J

クレーン運転室フロント下部のカバーを�
外すとヒューズボックスが見える�
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新に機器を接続する場合は、※予備のヒューズを�
使用してください。　�
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